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LMH6555 高速 ADC入力ドライバ・
アプリケーション

ご注意：日本語のアプリケーション・ノートは参考資料として提供しており、内容が
最新でない場合があります。製品のご使用に際しては、必ず最新の英文アプ
リケーション・ノートをご確認ください。

LMH6555差動アンプは、最大 0.8VP-Pまでの電圧でGSPS (ギ
ガサンプル /秒 ) A/Dコンバータ (ADC)の 100Ω差動入力をドラ
イブし、さらに、最高のリターン・ロス特性を達成するため、終端
ケーブルに対して 50Ωの一定した入力インピーダンスが与えられ
るよう設計されています。このアンプは、シングルエンド入力 / 差
動出力ドライバまたは単純に差動入出力ドライバとして使用できま
す。最も広く使われている用途は、シングルエンド入力を高速差
動入力 ADCでサンプリングするDC結合 (または広帯域 )のア
プリケーションです。この機能のためによく使われるバラン・トラン
スと比べると、LMH6555 はいくつかの利点を持っています。す

なわち、コモンモード (CM)電圧の設定が可能 (これは ADCの
DC 結合に必要 )、電圧ゲインを与えることが可能、DC 結合が
可能 (バランはAC結合にする必要があります )、出力電圧振幅
が GSPS ADC の入力にマッチしている、広い周波数範囲にわ
たって対グラウンドへの 50Ω入力インピーダンスを維持することに
より入力リターン・ロス特性が向上、ゲイン・バランスの向上といっ
た点が挙げられます。

FIGURE 1.   Active Single Ended to Differential Conversion for Broadband Applications

LMH6555の周波数範囲はDCから1.2GHz (LMH6555の－3dB
帯域幅 )までです。ADCの VCMOをLMH6555の VCM_REF入
力に接続することによって、正確な出力 CM 電圧制御が維持さ
れます。これにより、LMH6555が自動的にコモンモードを制御し
て、フルの信号スペクトラムをキャプチャすることができます。
Figure 1のバッファ(LMV321)は、ADCの VCMOピンからの電
流をブーストします。この結果、VCM_REF 入力にとって十分なド
ライブ電流が得られます。このバッファが必要かどうかは、ADC
の出力電流能力次第です。市販されている他の大半のドライバ
は、同様な出力 CM 制御方式を採用していますが、各ドライバ
の調整範囲は異なり、これは使用するADCに期待される電圧範
囲と密接に関係します。

AC 結合アプリケーションの場合、ADC 入力は内部でバイアスさ
れ、コモンモード・フィードバック制御は不要です。これらのアプ
リケーションでは、ADCの VCMOはグラウンドに接続され、ADC
入力は内部でバイアスされます。LMH6555の VCM_REFピンは、
3.3V電源からの電圧デバイダを使って、～ 1.2VDCにバイアスさ
せる必要があります。LMH6555のゲイン (Figure 1の Vin+から
差動出力 )は 4.7V/Vに固定されており、ここでは RS1＝RS2＝
50Ωです。このゲインには、ドライバの 50Ω出力とADC (この
ケースでは 100Ω)の負荷が含まれます。入力信号の振幅が大き
くなった時は、RS2 値と RS1 値を増やすことで、LMH6555 の挿

入ゲインは低下します。この 2 つの抵抗は、低い出力オフセット
を得るための入力バランス維持のために、常に等しい値にする必
要があります。

Figure 2では、50Ωケーブルの受信側末端にあるLMH6555の
ゲインは、RXとRYを使って下げられています。部品定数を適切
に選ぶことで、LMH6555 回路への入力インピーダンス (J1 の地
点 ) は 50Ωに維持され、インピーダンスのマッチングが保たれま
す。LMH6555の 2 つの入力側の対グラウンドの等価インピーダ
ンスは 64.5Ω ですが、これには、出力オフセット電圧を低く保つ
ための構成要素も含まれます (LMH6555アーキテクチャでは、出
力オフセット電圧を低くするために両者のインピーダンス・マッチン
グをとる必要があります )。

式 1は、LMH6555の入力 /出力電圧の振幅の関係式です。

VOUT(VP-P)= VIN(VP-P)* [ RF/(2Rs + RIN_DIFF)] (1)

ここでは RF＝ 430Ω、RIN_DIFF＝ 78Ωで、ともに LMH6555の
仕様値です。

Rsは、LMH6555の各入力がグラウンド接続されている時の等価
抵抗です (これらは互いに等しいと仮定しています )。Rsを大きく
すると、ゲインは低下します。図の ADCでは、差動入力両端間
で 0.8VP-Pが必要です。
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直列抵抗 RXとシャント抵抗 RYが適切なケーブル終端 (50Ω)を
提供し、正しいテブナン抵抗 (64.5Ω)が得られており、その結果、
ADC の各入力両端間で 0.8VP-P の電圧を生成しています。式
1 で、"VIN(VPP)" は入力ネットワークのテブナン等価抵抗 (RS1、
RYおよび RX)および RSのテブナン等価電圧になります。

VTh = 0.52 VPP. RY/(RY + RS1)= 0.385 VPP

RTh = RX + 1/(1/RS1 + 1/RY) = 64.5Ω

FIGURE 2.   Setting the LM655 Gain while Maintaning Matched Input Impedance

Figure 2で RXとRYの適正値を知るには、スプレッドシートが使
えます。「goal seek」機能を使って、0.8VP-Pの出力振幅を可能
にするRX値を求めます。同様に、50Ω入力終端のために、RY
を調整します。この手順を繰り返すと、必要な抵抗値が得られま
す。LMH6555 のアーキテクチャは、入力の RSとは無関係に、
低ノイズ (19nV/√Hz、出力換算フラットバンド )を維持します。

大半のアンプ－ADC間インタフェースでは、ADC入力チャージ・
スイッチングによる過渡応答を向上させるために直列抵抗とシャン
ト・コンデンサを使う必要があります。LMH6555は負荷分離のた
めに各出力に直列出力抵抗が組み込まれているので、
LMH6555をナショナル セミコンダクターの GSPS ADCファミリとイ
ンタフェースさせる場合、アンプ－ ADC 間接続にこの R-Cネット
ワークを使う必要はありません。

ここに示した ADCファミリの場合、差動入力の CM電圧は、生
成されるVCMO基準出力に非常に近い値 (±50mV以内 )にす
る必要があります。この理由の一つはADCの動作電源電圧1.9V
にあり、これが ADC の内部回路の電圧ヘッドルームを制限する
からです。この CM動作条件が維持されないと、ADCのフルス
ケール歪み性能は損なわれてしまいます。

まとめ
高速 ADCへのインタフェース向けのシングルエンドから差動への
信号変換は大変な作業ですが、高性能を必要とする場合には見
過す事はできません。本稿では、入力信号インタフェースに関す
る考慮事項と課題をいくつか考察し、この重要な作業を緩和する
手段として、ナショナル セミコンダクターの新製品 LMH6555 を紹
介しました。ADC インタフェース向けの差動ドライバとしては、
LMH6550/51/52なども用意しています。
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生命維持装置への使用について
ナショナル セミコンダクター社の製品は、ナショナル セミコンダクター社の最高経営責任者 (CEO) および法務部門 (GENERAL
COUNSEL)の事前の書面による承諾がない限り、生命維持装置または生命維持システム内のきわめて重要な部品に使用することは
認められていません。
ここで、生命維持装置またはシステムとは（a）体内に外科的に使用されることを意図されたもの、または (b)生命を維持あるいは
支持するものをいい、ラベルにより表示される使用法に従って適切に使用された場合に、これの不具合が使用者に身体的障害を与
えると予想されるものをいいます。重要な部品とは、生命維持にかかわる装置またはシステム内のすべての部品をいい、これの不
具合が生命維持用の装置またはシステムの不具合の原因となりそれらの安全性や機能に影響を及ぼすことが予想されるものをいい
ます。

本資料に掲載されているすべての回路の使用に起因する第三者の特許権その他の権利侵害に関して、弊社ではその責を負いません。
また掲載内容は予告無く変更されることがありますのでご了承ください。

ナショナル セミコンダクター ジャパン株式会社
本社／〒 135-0042 東京都江東区木場 2-17-16 TEL.(03)5639-7300

技術資料（日本語 /英語）はホームページより入手可能です。 www.national.com/jpn/

このドキュメントの内容はナショナル セミコンダクター社製品の関連情報として提供されます。ナショナル セミコンダクター社
は、この発行物の内容の正確性または完全性について、いかなる表明または保証もいたしません。また、仕様と製品説明を予告な
く変更する権利を有します。このドキュメントはいかなる知的財産権に対するライセンスも、明示的、黙示的、禁反言による惹起、
またはその他を問わず、付与するものではありません。
試験や品質管理は、ナショナル セミコンダクター社が自社の製品保証を維持するために必要と考える範囲に用いられます。政府が
課す要件によって指定される場合を除き、各製品のすべてのパラメータの試験を必ずしも実施するわけではありません。ナショナ
ル セミコンダクター社は製品適用の援助や購入者の製品設計に対する義務は負いかねます。ナショナル セミコンダクター社の部品
を使用した製品および製品適用の責任は購入者にあります。ナショナル セミコンダクター社の製品を用いたいかなる製品の使用ま
たは供給に先立ち、購入者は、適切な設計、試験、および動作上の安全手段を講じなければなりません。
それら製品の販売に関するナショナル セミコンダクター社との取引条件で規定される場合を除き、ナショナル セミコンダクター社
は一切の義務を負わないものとし、また、ナショナル セミコンダクター社の製品の販売か使用、またはその両方に関連する特定目
的への適合性、商品の機能性、ないしは特許、著作権、または他の知的財産権の侵害に関連した義務または保証を含むいかなる表
明または黙示的保証も行いません。

National Semiconductorとナショナル セミコンダクターのロゴはナショナル セミコンダクター コーポレーションの登録商標です。その他のブランド
や製品名は各権利所有者の商標または登録商標です。
Copyright © 2007 National Semiconductor Corporation
製品の最新情報については www.national.com をご覧ください。
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